
第３号様式
（第１面）

産業廃棄物処分業者の処理状況報告書
(報告対象の期間：令和 1 年 10 月 ～ 令和 2 年 3 月）

令和 2 年 4 月 30 日
東京都知事　　殿

報告者

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）

13－ 20 －

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）

東京都廃棄物条例第14条の３第１項に基づき、処理状況について次のとおり報告します。

事業場（その１） 事業場（その２）

事業場（その３） 事業場（その４）

処分を行う事業場（その１）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ ■ □
ｔ/日 □ □ □

8：00～17：00 □ □ □
■ 有 □ 無

適正処理の実現に向けた社内の取組内容
○従業者の教育訓練の実施状況 ○処理に係る自社情報の公開状況
■ 社内研修を実施している。 ■ 搬入から搬出までの作業内容を公開している。
（研修の内容） ■ 廃棄物処理法について ■ 安全性の確保について □ 緊急時の対応方法を定めたマニュアルを公開している。
■ 事故時の対応について □ 廃棄物処理法に基づく帳簿を公開している。
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

（研修の頻度） □ 年１回 □ 半年に１回 □ ３ヶ月に１回 □ 独自に、処分状況の写真の定期的な公開を実施している。
■ 月１回 □ その他（　　　　　　　　　　） ■ 近隣住民に処分を行う事業場を公開している。

■ 外部研修を受講させている。 （公開頻度）
（研修の内容） ■ 廃棄物処理法について ■ 安全性の確保について □ 定期的に公開している。
□ 事故時の対応について □ 申出があれば公開している。
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（研修の頻度） ■ 年１回 □ 半年に１回 □ ３ヶ月に１回 □ その他

□ 月１回 □ その他（　　　　　　　　　　）
□ その他

（日本工業規格Ａ列４番）

リサイクルのため
リサイクルのため

東京
木くずの破砕(チップ化）施設 4.880
ゴム屑の破砕施設 3.360
金属くずの破砕施設 4.240

江東
八千代

紙くずの破砕施設 4.240

4.500
廃プラスチック類の破砕施設 4.800

東京
千葉

再度中間処理が必要な理由

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

事業概要

処分を行う事業場の
所在地

　　計量器の有無

処分を行う事業場（その１）の概要

　　受入時間

廃プラ類、金属くず等の混合破砕

東京都葛飾区東立石3-5-1

区・市・町・村

区・市・町・村

区・市・町・村

都・道・府・県

都・道・府・県

都・道・府・県

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地

埋立処分場の種類
安定型 管理型 遮断型
安定型

住所 東京都葛飾区東立石3-5-1

 氏名
高嶺清掃株式会社
代表取締役　関川　泰子

㊞

許可番号 007854

鈴木　理香 03-3696-7111担当者氏名 電話番号

管理型 遮断型
江東

安定型 管理型 遮断型

独自に、搬入量・保管量・処分量・搬出量の定期的な公開を実施している。

都・道・府・県

都・道・府・県

都・道・府・県

区・市・町・村

区・市・町・村

区・市・町・村

主な持出
（搬出）先



（第２面）

処分を行う事業場（その２）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ □ □
ｔ/日 □ □ □

　　：　　　～　　　：　　 □ □ □
□ 有 □ 無

処分を行う事業場（その３）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ □ □
ｔ/日 □ □ □

　　：　　　～　　　：　　 □ □ □
□ 有 □ 無

処分を行う事業場（その４）で処分した産業廃棄物の主な搬出先施設の所在地
処分の方法 処理能力

ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日
ｔ/日 □ □ □
ｔ/日 □ □ □

　　：　　　～　　　：　　 □ □ □
□ 有 □ 無

（日本工業規格Ａ列４番）

　　計量器の有無

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

再度中間処理が必要な理由

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地 再度中間処理が必要な理由

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地

処分を行う事業場（その３）の概要

処分を行う事業場（その２）の概要

　　計量器の有無
　　受入時間

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

主な搬出先となっている中間処理施設の所在地
都・道・府・県 区・市・町・村

安定型 管理型 遮断型
埋立処分場の種類

安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型

埋立処分場の種類
安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型

埋立処分場の種類

再度中間処理が必要な理由

安定型 管理型 遮断型

安定型 管理型 遮断型
安定型 管理型 遮断型

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県

主な搬出先となっている埋立処分場所在地

都・道・府・県 区・市・町・村

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

都・道・府・県 区・市・町・村

　　受入時間

　　受入時間

都・道・府・県

都・道・府・県

処分を行う事業場（その４）の概要

　　計量器の有無

主な
搬出先

主な
搬出先

主な
搬出先



（第３面）

処分を行う事業場（その１）における施設の現況 令和2　　　　年 4 月 30 日　現在

①施設の外観（施設名称：　中間処理場　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）

報告期間末の施設の現況



（第４面）

処分を行う事業場（その2　）における施設の現況 令和2　　　　年 4 月 30 日　現在

①施設の外観（施設名称：　発砲ヤード　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）



（第３面）

処分を行う事業場（その3）における施設の現況 令和2　　　　年 4 月 30 日　現在

①施設の外観（施設名称：　ビンカン工場　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）

報告期間末の施設の現況



（第４面）

処分を行う事業場（その4　）における施設の現況 令和2　　　　年 4 月 30 日　現在

①施設の外観（施設名称：　圧縮・梱包　） ②処分前の産業廃棄物の保管状況 ③施設への産業廃棄物の投入状況

④施設から排出された産業廃棄物の状況 ⑤処分後の産業廃棄物の保管状況

（日本工業規格Ａ列４番）



（第５面）

【　令和 1 年 10 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 26.216 ｔ
廃油 0.000 ｔ 26.504 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 38.211 ｔ
廃プラスチック類 185.301 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 31.831 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 35.219 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 3.920 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 347.202 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

142

処分が終了し搬出前の保管
量

最終処分

0

搬出量

403.093

11

163

0

中間処理

100.223

120

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）
※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

328.477

861

347.202

922

2,442 12.185

当月に実績のあった契約の件数

773

2300

18.725

149

14.425

359.387

359.387

196.401 152.695

375

280.800

22.070

11

294

0

132

121

処分が終了し搬出前の保管
量

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

受入量 最終処分処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 1 年 11 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 30.727 ｔ
廃油 0.000 ｔ 17.471 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 40.922 ｔ
廃プラスチック類 163.138 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 23.024 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 23.118 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 3.260 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 301.660 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

269.820

19.710

10

122

6.010

316.085

316.085

266

4

132152.695 97.149

331

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

2175

16.405

123

862

301.660

808

2,332 14.425

当月に実績のあった契約の件数

285.255

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）
※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

685

最終処分

0

搬出量

371.360

10

164

4

中間処理

81.831

92

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

157

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

最終処分受入量 処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 1 年 12 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 21.891 ｔ
廃油 0.000 ｔ 18.504 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 39.883 ｔ
廃プラスチック類 167.031 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 22.504 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 29.057 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 7.140 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 306.010 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

126

処分が終了し搬出前の保管
量

最終処分

0

搬出量

361.291

6

155

5

中間処理

102.663

149

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）
※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

288.055

776

306.010

818

2,112 6.010

当月に実績のあった契約の件数

696

1986

17.955

122

13.290

312.020

312.020

97.149 47.876

328

247.038

11.590

6

310

5

121

115

処分が終了し搬出前の保管
量

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

受入量 最終処分処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 2 年 1 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 14.120 ｔ
廃油 0.000 ｔ 13.589 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 29.685 ｔ
廃プラスチック類 179.931 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 17.401 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 17.795 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 3.390 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 271.451 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

190.475

10.820

10

99

12.120

284.741

284.741

222

0

10947.876 69.257

289

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

2113

20.095

131

741

271.451

788

2,229 13.290

当月に実績のあった契約の件数

251.356

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）
※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

657

最終処分

0

搬出量

263.360

10

131

0

中間処理

62.065

81

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

116

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

最終処分受入量 処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 2 年 2 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 23.051 ｔ
廃油 0.000 ｔ 24.636 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 39.483 ｔ
廃プラスチック類 131.740 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 30.265 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 32.870 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 1.370 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 283.415 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

189

処分が終了し搬出前の保管
量

最終処分

0

搬出量

328.671

6

141

0

中間処理

97.561

149

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）
※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

267.845

822

283.415

793

2,228 12.010

当月に実績のあった契約の件数

689

2039

15.570

104

9.570

295.425

295.425

69.257 36.011

282

227.270

3.840

6

296

0

113

107

処分が終了し搬出前の保管
量

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

受入量 最終処分処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

搬出先施設



（第５面）

【　令和 2 年 3 月実績】

件

処分を行う事業場（その１）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t ■　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 ■　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） ■　その他 （廃プラスチック類） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 0.000 ｔ ゴムくず 0.000 ｔ
汚泥 0.000 ｔ 金属くず 19.250 ｔ
廃油 0.000 ｔ 21.733 ｔ
廃酸 0.000 ｔ 鉱さい 0.000 ｔ
廃アルカリ 0.000 ｔ がれき類 51.669 ｔ
廃プラスチック類 182.725 ｔ 動物のふん尿 0.000 ｔ
紙くず 24.218 ｔ 動物の死体 0.000 ｔ
木くず 24.981 ｔ ばいじん 0.000 ｔ
繊維くず 0.880 ｔ 政令13号物 0.000 ｔ
動植物性残さ 0.000 ｔ 合計 325.456 ｔ
動物系固形不要物 0.000 ｔ

（日本工業規格Ａ列４番）

271.490

18.190

8

109

15.625

335.026

336.026

309

23

11736.011 167.857

346

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

1940

22.245

141

804

325.456

886

2,238 9.570

当月に実績のあった契約の件数

303.211

売却した量受入量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェスト※６

の報告件数

処分前・後の保管量及び処分量

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）
※４

処分後の量（1ヶ月分）※５

745

最終処分

0

搬出量

383.336

8

175

23

中間処理

93.656

126

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その１）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

298

搬出先施設

処理の実績



（第６面）

【　平成 年 月実績】

処分を行う事業場（その　）への搬入量、保管量、処分量、搬出量 □ 搬入、保管、処分、搬出の実績なし

ｔ t 搬出量

受入車両の延べ台数 【前月からの繰越量】 【月末の保管量】 搬出車両の延べ台数 t

台 台 搬出車両の延べ台数

マニフェスト※１の枚数 【売却した有価物の種類】 台

枚 t t □　金属くず □　ガラスくず マニフェストの枚数

【内　　訳】 □　紙くず □　繊維くず 枚

　（継続契約分※２） □　その他 （　　　　　　　） 電子マニフェストの登録件数

受入量 （　　　　　　　） （　　　　　　　） 件

ｔ

受入車両の延べ台数 t

台

マニフェストの枚数

枚 t 搬出量

t 件 搬出車両の延べ台数 t

　（臨時契約分※３） 台 搬出車両の延べ台数

受入量 （前月からの繰越量） （月末の保管量） マニフェストの枚数 台

t 枚 マニフェストの枚数

受入車両の延べ台数 電子マニフェストの登録件数 枚

台 t t 件 電子マニフェストの登録件数

マニフェストの枚数 件

枚

燃え殻 ｔ ゴムくず ｔ
汚泥 ｔ 金属くず ｔ
廃油 ｔ ｔ
廃酸 ｔ 鉱さい ｔ
廃アルカリ ｔ がれき類 ｔ
廃プラスチック類 ｔ 動物のふん尿 ｔ
紙くず ｔ 動物の死体 ｔ
木くず ｔ ばいじん ｔ
繊維くず ｔ 政令13号物 ｔ
動植物性残さ ｔ 合計 ｔ
動物系固形不要物 ｔ

※１　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の３に規定する産業廃棄物管理票を指す。

※５　処分が完了し、搬出可能な状態とした量について報告する。
※３　単発的な処分を行う契約で受け入れた産業廃棄物について報告する。

（日本工業規格Ａ列４番）

最終処分受入量 処分前・後の保管量及び処分量 売却した量

処
分
量

施設への投入量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

処分後の量（1ヶ月分）

処分を行う前の産業廃棄物
の保管量

電子マニフェストの
報告件数

搬出量 中間処理

※４　同一事業場内で、複数の施設での処分を行う場合には合算の投入量を報告する。ただし、処分完了までに複数
　　　の処分工程を経る場合（破砕後に焼却を行うなど）は、最初の処分工程への投入量（破砕量）を報告する。※２　一定期間継続して処分を行うことを前提とした契約を締結している排出事業者から受け入れた産業廃棄

物
※６　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の５に規定する、電子情報処理組織を使用して産業廃棄物の処分
　　　が終了した旨を情報処理センターに報告する仕組みを指す。

産業廃棄物の種類別の実績（処分を行う事業場（その　　）に受け入れた量）

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

処分が終了し搬出前の保管
量

処分が終了し搬出前の保管
量

搬出先施設


